
[裏面からの続き]

朝鮮半島からの渡来と言ったが、日韓併合されていた当時、実質、李氏朝鮮という国家は消滅し、

朝鮮半島は天皇直属の管轄で皇民として併合し、領土化がされ、実質(植民地)として日本政府

の支配下にあり、大韓民国、朝鮮民主主義人民共和国という国家さえ生まれてなかった時代であ

った。皇民化政策の中、朝鮮半島の人々は、日本名(創氏改名)を名乗らされ、日本の学制を導

入して、日本語を強要された環境にあった。半島の宿命なのか、歴史上、地続きの中国に翻弄さ

れた時代が長く、李氏朝鮮も実質は(千年属国)という有難く無い中国との地政学的な緊張に加

え、列強の大陸進出の焦りに南下政策を露わにしてきたロシアに挟まれた極東の緊張は混乱を極

め、日清戦争の勝利を経て、三国干渉の不満に溢れる日本の国民感情の矛先が対ロシアに向

かう最中に、当時の政府は『朝鮮半島は中国、ロシアから日本が守り、皇民化の後に日朝合わせ

ての国力強化』を狙って、列強に対抗する大陸進出の足掛かりにする道程であった。日本の近代

化に多大な影響を与えた福沢諭吉が、当時の半島の無政府ぶりと李氏朝鮮の旧態依然とした階

層封建的な停滞しきった社会を見兼ねて『脱亜論』を著し、大きく日本の未来を西洋に対等、対抗

すべく舵取りを切った影響も、その後の極東の運命を揺さぶる結果に繋がっていく。結果、日本は

日露戦争の開戦の後に、1910年に韓国を併合し、実質1945年のポツダム宣言後の全面降伏した

後まで暫く、実質35年に及ぶ日本の植民地支配が続いたことになる。言葉のニュアンスが本当に大

切なのは、こう言った史実の中に埋もれてしまう暗黙の国民感情だ。併合に至る調印では、当時の

日韓二国間は、対等な主権国家としての条約と記録されているので、日本政府はあくまで(植民地)

という言葉を避けて対韓感情に神経を使ったようだが、数々の公文書レベルで(植民地)という言葉

が記述されているのが実際で、今日でも韓国の国民感情を無視した質問をマスコミもするのだから、

歴史の伝承は本当に大切だ。要は、同様に日本に併合された当時の台湾や樺太と比べ、特に台

湾は併合された日本に親日なのに韓国はなぜ反日なのか、という質問がある例だが、仮にも対等の

条約締結に、主権国家としての立場を表面上に留め、内心、蔑む感情とも取られないのが[植民

地]という言葉なのだ。台湾と違って、当時の天皇直轄支配が韓国で、だから皇民化の一環で半島

の人々はすべて日本人だから、私の両親も歴史上は祖国が日本に併合された(日本人)として誕生

していることになる。ちなみに台湾は主権国家でない故、内閣直轄で併合支配されたので、日本の

インフラ整備などの投資や開発に対して、台湾の国民としての感情は親日に直結した説が素直な

見方だろう。話は飛躍するが、プーチンが帝政ロシアの復活を夢見て、西側寄りに傾斜していく兄弟

国のウクライナを一方的に軍事侵攻したのを、あくまで戦争と言わずに、親ロシア派の救済とN A T O

の脅威を排除するための紛争に留め、無差別に民間攻撃を続ける姿勢に、ウクライナの国民感情を

蔑ろにするロシアの態度や、ウクライナを主権国家と見做していない一端が、ウクライナの国民感情に

遺恨を残すことと差ほど変わらないとも思えるぐらい、外交も感情一つで大きく転換するのが、歴史の

暗黙の国民感情だ。誤解の無いように言っておくが、私がここで政治的意見やイデオロギーを語る

気持ちなんて毛頭持たず、歴史はその立場により編集されるのが常であり、国益最優先で動いた

相互の結果に、国民は常に翻弄されるという事実を言っているまでだ。実際、両親は歴史上では日

本人として扱われ、半島と日本は自由に行き来できたので、仕事を探して生きる為に日本に渡来した

韓国人も当時は大勢いた。

さらに複雑なのが、韓国と言っても、両親は済州島の生まれだから、また韓国本土との

数奇な歴史(済州島四・三事件)に翻弄された壮絶な運命を辿ることにもなっていく。

今でこそ韓流ブームもあって東洋のハワイなんてリゾート化して、済州島は日本からも

大挙押し寄せていくメジャーな観光地で有名になったが、昔から韓国王朝での政治犯

や、失脚した果てに流された流刑地の歴史を持つ島の悲劇は、太平洋戦争が終わっ

ても続く。日本から解放された朝鮮半島の38度線を境界線に、米ソが後ろ盾になって

後押しする傀儡政権が、特に中国、ソビエトによる半島の共産化を嫌った李承晩の傀

儡政府とアメリカのアカ狩りに、何の罪もない民衆が、本国とアメリカの犠牲になって島

民の約1割が虐殺された悲劇が、韓国内での本土と島の微妙な感情のねじれを更に

根の深いものに浸透させていく環境にあった。最悪なのは、アメリカ軍政が、日本統治

に協力した(親日派)や右翼勢力を利用して、全国的に左翼勢力を取り締まったアカ

狩りの呼び水になって、済州島四・三事件は、島民が本土の韓国人に虐殺される悲

劇を生んだために、終戦後に日本から解放されて韓国に帰った人々も大半だったが、

在日済州島出身者は島が動乱の最中の為、帰るに帰れず、むしろ事件後は難を逃

れるかのように島を捨て日本に渡った人も少なくなかった。ウクライナから避難民が周辺

の国外に逃れるように、当時の済州島の人々は在日朝鮮人として同胞を頼って来日

し、大阪市にコリアタウンを形成し今日に至る経緯があるので、大阪市には済州島出

身者が多く、今日でも在日社会が点在する理由には済州島の負の歴史がある故だ。

両親の生きた時代は、抗うどころか、常に明日はどうなるか分からない生きる事さえ困難

な時代に、生まれた時からアイデンティティーの封印を強いられ、祖国と異国の狭間で

、希望と絶望の山野を駆け巡っていた時代の宿命を背負わされていたのである。

更に若く結婚した両親は、長男を亡くした失意の中でも懸命に生き抜き、長女の誕生

で希望を見出すのだが、米ソの緊張が一気に崩れた1950年に、北の傀儡政権のパル

チザン出身の金日成の38度線を越えての武力侵攻による朝鮮戦争が勃発することに
より、両親の故郷の済州島への一家帰国の道は完全に途絶えてしまうのである。

今日でも極東の緊張の火種になっている朝鮮戦争は、米ソの覇権争いの表舞台とな

り、戦火は激しさを増すばかりで、皮肉にも戦後焼野原に焦土化した日本に、特需景

気を齎し、奇跡の復興の足掛かりを日本は得て、朝鮮戦争の翌年日本はサンフランシ

スコ講和条約の調印を果たし、戦後の終結を連合国諸国に認められ国権が復活する

のである。要は、両親の運命の糸は、日本から解放された朝鮮半島が新たに米ソの覇

権争いの主戦場と化し、長引く戦火で焦土化するにつれ、日本は戦後復興の足掛か

りを得ていく皮肉な時代の転換期に、済州島出身者の両親は戦後に帰国の道を途絶

えられた済州島の動乱を契機に、その後在日一世として日本に根を下ろすことになり、

父が再び故郷の土を踏むのに、実に40年の歳月を要したのだった…。[次号に続く]

※ヒトは何処からきて何処へ向かうのか?悠久の歴史の中で、延々と繰り返し命のバトンを繋いできた。遥か狩猟

の時代から、家族を形成し、やがて民族を束ね、更に固有の文化を育んできた。自然の脅威と融合しながら、各

地に土着し生きる知恵を伝承しながら、この先も[奇跡の命]をバトンしていく。ヒトのアタマで作った国家の栄枯盛

衰は歴史の大河に浮いては沈みを繰り返し、留まる事を知らない。何処で生まれ、何処で生きていくのに、自分の

ルーツや精神的な拠り所やアイデンティティは、出来る限り大切にしたい。異文化に触れる感動と、交える喜び

は、何事にも変えられない、珠玉の瞬間だと思うから。そんな出逢いが、バトンに託されているのかも知れない…。


